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すなわち、本システムは、リハビリテーション医療における Evidence Based Medicine の一
翼を担うものとして期待できることから、本研究の意義は認められると判断した。 
次に、開発した計測システムは新規性のある計測システムであるので、妥当性について審査
した。 
本計測システムと同等の情報を得られる計測システムはないが、足部全体で床を押す力ベク
トルを計測できるものとして、床反力計がある。歩行時の床を押す力ベクトルを、本計測システ
ムと床反力計とで同時に計測し、その結果を比較している。すなわち、本計測システムの６個の
小型３軸力覚センサで計測された力ベクトルを１つに合成し、床反力計で計測された力ベクト
ルと比較している。力ベクトルの鉛直方向成分、前後方向成分、内外方向成分の時間変化はほぼ
相似しており、本計測システムの計測結果には、妥当性が認められると判断した。 
また、本研究で提案している分析方法について審査を行った。 
本分析方法は、足底より計測した６個の床を押す力ベクトルの鉛直方向成分、前後方向成分、内
外方向成分の特徴値（ピーク値と、ピーク発生時間）を変量とし、各変量を標準化した平方ユー
クリッド距離を求め、Ward 法によるクラスター分析を行っている。標準化した平方ユークリッ
ド距離は、標準化を行なうことでデータの持つ性質の差が性質ごとに開きがないように配慮してい
るので、力の単位であるピーク値と時間の単位であるピーク発生時間の単位の違う特徴量の分析に
適している。Ward 法は、クラスターで各値からその質量中心までの距離を最小化するため、他の距
離関数に比べて分類感度が高いといわれるものである。以上より本分析方法で用いている標準化し
た平方ユークリッド距離の Ward 法によるクラスター分析の利用は問題なく適切であると判断し
た。 
以上のように、本論文では、リハビリテーション医療の臨床において、歩行中に各足趾が床をどの
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ように押すかという評価が経験に基づく主観的なものが多い現況に対して、客観的な評価を行うた
め、携帯可能な計測システムを開発し、その計測結果の分析方法も提案している。さらに計測システ
ムの妥当性と信頼性も検証している。また、実際に計測と分析を行い、歩行時の足趾の使い方のパタ
ーン分類を行い、特徴的な２パターンを抽出している。 
本論文は、リハビリテーション医療の分野に貢献できる成果を示す意義のある内容であり、博
士学位論文として価値あるものと認める。 
